
入 物 意 繁醸ひ 毎

平

魏

大

霊
墓

奪

ｉ

峯
馨

藩
』
纂
続

嬰
畿
辱
教
育
警
。一写
難
舞
年
北
小
河
自
討
《翼
箕

難
軒
菫
一翼
褪
警
吟
橋
本
震
入
拳
露
銀
生
み
、後
手
鍵

蒙
峯
入
を
、
明
治
十
年
畿
員
検
定
試
験

轟
奮
絡

し
．
春
甕
肇
小
学
綾
を
始
め
と
し
て
、
寵
箕
輸

・

菫
箕
輪
を
重
緩
し
て
、
明
稔
二
十
九
年
極
顔
箕
輸

小
学
被
長
、
二
十
五
辱
義
東
箕
輸
小
学
技
長
と
な

つ
、
後
、
霧
十

一
年
調
欝
小
学
校
轟
難
暮
．
靭
諸

鋼
十
鋼
奪
織
を
進
響
て
家
難
を
難
き
、
特
内
の
青

年
を
指
導
し
た
金
彰
籐
甕
ほ
北
小
翼
角
寺
奪
村
種

あ
線
．
大
竃
三
年
十
二
．員
Ｉ
奮
亀
鐘
モ
蒙
Ｌ
た
。

平
澤
字
源
治

一
〓
〓
∴
食
奪
　
静
暴
躾
繰

轟
末
の
持
治
勁
労
者
ｃ
文
政
八
年
末
選
野
巌
村

二翼
議
郵
華
，
参
彦
左
驚
準
の
二
鶏
轟
生
彙
、
勤

墓
を
宇
奪
警
間
、
露
を
伝
鯛
．
雛
豪
と
号
じ
、
政

４
し
て
字
通
治
こ
い
っ
た
，
著
■
嘆
江
戸
こ
建
て

須
議
髪
の
舞
義
入
っ
て
、
渡

学
な
修
め
爆
等
し

て
家
警

を
纏
続
し
、
菫
二
轟
進
書
の

藩
攀
幸
総
元
難

一
難
覆
）
轟

つ
い
て
学

ん
だ
。
安
政

五

年

（
買
量
）
野
轟
村
幸
堪
主

と
な
っ
て
村
治
鍵
購
み
警
擁

村
の
子
難
な
義
竃
鍾
集
轟
て
攀
輩
し
た
。
そ
の
喫

鐘
丁
雙
幕
末
の
鍵
乱
難
で
襲
主
蒔
藤
襲
筐
が
将
軍

家
鷹
Ｌ
褒

っ
て
長
集
露
策
奪
軍
〓
舞
な
■
糠
一歩
、

一そ
参
難
宇
蒙
鰺
韓
贅
篠
と
し
て
鰺
装
、購
治
菫
年
、

そ
密
勢
轟
裏
今
て
家
籍
み
継
と
し
て
弓
欝
警
鰺
，

た
奪
悔
黎
学
罐
壕
奪
難
つ
き
撃
擁
世
雛
役
を
幸
付

鍛
撃
れ
一
撞
村
の
陶
役
と
共
力
し
て
雪
露
等
轟
始

め
て
学
技
な
魏

い
た
。
第
二
十
六
小
警
被
彎
轟

纂
「
と
こ
ろ
が
野
轟
難
で
な
量
学
饉
難
が
進
い
こ

≧
か
ら
、
筑
鰺
集
鐘
事
へ
小
拳
被
分
難
を
請
顧
し

轟
可
を
得
て
、
上
牧
精
等
袴
整
義
攀
達
小
学
技
を

闘
書
た
き
，」
の
時
、彼
義
学
事
係
な
し
て
接
量
を
兼

ね
た
争
又
横
舎
め
購
築
等
を
循
い
、
明
治
十
二
年

ま
で
竜
ケ
年
饉
難
続
し
た
登
詩
進
轟
つ
い
て
は
皇

・難
鵞
本
鍵
慶
し
て
し
ば
し
鍾
県
庁
へ
難
溝
し
て
、

轟
可
を
得
、
箕
難
の
三
日
釘
か
毎
本
纂

峰
新
書
一

な
機
整
し
て
そ
壽
彗
県
二
十
余
町
拳
學
簑
舞
が
舞

発
さ
れ
る
こ
至
っ
た
モ
又
、
温
磯
入
会
難
輩
理
鍵

つ
い
て
村
ゆ
繁
に
奔
走
し
、
犠
難
と
な
っ
て
警
察

Ｌ
七
十
自
難
警
置
さ
れ
た
二
裏
亀
轟
っ
た
，
そ
菱

後
鑽
諄
導
討
の
結
会
畿
長
と
な
つ
、
議
長

こ
な
や

て
村
数
二
携
っ
た
が
哩
治
十
藝
等
議
肇
し
、
以
贅

鐘
悠
々
菫
一導
の
篭
量
を
進
つ
、
明
治
二
十
九
年
億

露
七
十
二
動
で
装
し
た
。
（野
庭
封
意
を
墓
碑
鍵
警

書
い
ざ
き
な
ば
彗
く
諄
ば
ん
難
吟
上

暮議
曇
》

直

‥

予
硫
．雉
雉
襄
デ

綺
罐
ザ
骰鯰
山
楊
彎紆
増
鱚

学
襲
藩
諄
蔵
警
蓼
一
後
与
鷲
ら
ヽ
菫
磨
〓
驚
■
菫

鐘
し
た
豪
一繁
難
暮
‘
孝
子
量
を
難
鯖
な
量
，
■
壼

轟
男
薫
十
蓬
人
女
重
Ａ
計
舞
奮
Ａ
義
ど
な
奪
予
爵

姦
っ
査
議
撃
義
饉
機
構
裁
鐘
≧
し
驚
饉
鷹
Ｉ
礁
督
．

た
る
最
童
撲
て
議
警
ｔ
礎
と
書
ｔ
場
象
壕
ｆ
一鵞
鷲

後
簑
篇
彙
役
場
機
ス
苺
雛
．戸
肇
ξ
糠
や
亀
ピ
鬱
議

〓
十
九
年
二
月
一ハ
十
歳
構
で
璽
し
ず
義
務
露
鷲
鷺

奪

一
露
間
籍
纏
Ｌ
を
確
鍾
一鷺
菫
義
禁
饉
難
書
菫
立

し
た
曇
　

一　
一　
　
　
．
．　
　
　
・
　

　

―
．
●
一

平
輝

難

一
舞
釘

「一壌

馨

警
嗜

摯

轟
治
排
労
着
〓
明
議
す
銭
禁
十
■
澤
置
豊
議
麟

蝉藁
罐
忘
戴
鉤
黎範
襲
隧
華

鷲
黎
ま
で
富
難
輔
敢
入
費
警
勤
寺
た
奪
も
ら
獲
義

青
年
楼
曼
一鸞
麟
鷺
壌
一

封
会
議
員
・警
・を
嚢
一曇

〓
、
購
蒙
麗
霊
構
菫
讐

農

■
警
理
難
難
難
難
番

彙
晨
●
難
〓
藁
警
地
難

「平澤家」(上伊邪誌 長野県 第 4巻人物篇、国立国会図書館)



ひ ら
〓
‘

警
゛

理
範
奮
理
事
二
鋳
難
台
爾
．畿
奮
長
を
動
曝
た
．．
こ

の
鶴
こ
窮
地
の
爾
六
十
町
歩
の
九
爾
競
上
の
薔
毅

の
開
類
鍵
多
大
鍛
黒
力
を
し
た
■，

奪
黎
九
年
九
躍
産
暫
奪
の
大
暴
興
爾
の
際
、
当

時
奮
璽
村
織
登
製
藤
の
議
範
議
長
の
現
難

二
在

摯
、
毒
襲
糸
新
鍛
鏡
策
機
強
拳
た
め
人
妾
な
書
勘

難
難
華
、
難
舎
襲
轟
所
女
普
寝
室
の
数
薇
十
数
帯

斎
メ
ー
ト
ル
が
飛
素
し
て
、
そ
尋
Ｔ
数
と
な
っ
て

議
琵
、
一殉
職
し
た
。
，篠れ
嚢
疲
め
董
緩
轟
義
強
大

量
鰻
露
事
参
一
面
を
犠
議
っ
て
い
纂
↑
事
年
議
十

九
壌
〓

で
鏡
逢
を
嘱
望
さ
れ
つ
惨
逝
去
撃
讐
Ｌ
奮
れ
た
。

平
澤
簾
〓
糠

（
基
〓
―
一轟
暮

器
担
預
ず
粋

孝
子
．，
文
政
六
等
小
議
封

（現
請
郡

窮

薩
蕃

近
ｔ
上
種
の
動
驚
議
睦
磯
二
爵
と
し
て
豊
れ
た
．

贅
議
蓄
轟
と
摯
し
て
農
茎
の
か
た
』
義
警
予
量
を

課
ぎ
五
十
余
年
凛
お
よ
ん
だ
苺

難
三
郷
奪
父
攀
薫
晦
を
受
け
て
、
幼
少
の
甕
か

ら
和
漢
め
学
二
隣
み
、
や
が
て
晟
喜
と
号
し
て
質

を
鋳
け
読
み
書
き
な
教
え
た
警
舅
緒
鷲
年
爾
春
近

雑
小
儀
議
小
議
賞
轟
小
学
が
設
立
さ
れ

て
か
ら

錢
冬
麟
覇
鱗
季
と
し
て
、
予
簾
の
数
奮
Ｌ
み
た
今

た
参患
議
の
鍾
を
難
き
、
曹
か
ら
も
よ
く
疑

種
肇

え
、
瞬
籍
七
年
十
二
鼻
輩
行
の
数
を
も
っ
て
褒
賞

犠
ら
れ
た
。
窮
漁
二
十
鋼
年
十
月
七
十
九
議
で
禁

し
た
，
大
三
十
年
秋
多
く
の
間
人
等
れ
よ
っ
て
質

難
右
灘
諄
攀
筆
雛
學
近
く
轟
鎮
饉
篠
が
建
て
ら
れ

た
書　
み嚢
饉
篠
）

手

澤

貞

一
彙
〈
翼
ま
裏

彗
　

轟
』
獲
機

措
著
奪
文
政
二
年
二
露
小
菱
総

（斃
響
諄
寧
霞

警
鍾
）
菫
方
の
策
塩
警
国
の
菫
男
」
髭
藁
、
摯
恣

嫁
翼
弥
襲
難
し
奮
尋
天
舞
二
年
欝
斃
ケ
姜
議
魏
妻

岳
本
量
を
燿
鵞
ず
菫
磯
オ
機
響
参
塞
ｔ
一■
■
案
を
一

構
え
、
安
肇
策
響
碁
ξ
象
本
密
な
難
案
，
籍

擦
轟
専
念
し
た
一
参
難
〓
筆
大
暴
桑
露
軒
舞
姦
舞
・

未
解
観
れ
、
血
襲
れ
で
鷺
轟
・難
菫
一蒻

し
、
彗
難
一

り
落
お
・嚇
ウ
人
心
濠
奮
・れ
一〓
一
．一一
お
な
鼻
４
彗
一

騨
ケ
暴
饉
鷲
講
社
を
最
菫
ｔ
な
ず
議
監
〓
欅
筆
■
一

を
鷺
集
し
ず
鶏
九
響
本
鳥
量
を
建
立
一与
ｔ
ｆ
驚
菫
一

平
澤
甲
子
二

（
一会
綱…
一轟
懸

慇
漁
議
妊
者
、
鐘
幾
轟
舞
者
鬱
彙
論
元
年
十

一

癖
腫
轟
密

今嚢
鱗
島
釘
）
銀
纂
達
の
長
舅

と

し

て
豊
れ
た
も
参
少
の
噴
轟
鐘
町
の
申
村
甦
難

（
灘

曝
）
の
難
鍵
学
び
後
菫
菫
無
葬
学
鐘
海
学
び
幸
途

鷺
撃
羅
轟
し
た
。
種
め
て
糞
崚
め
量
で
地
方
華
難

拳
た
め
奔
鴛
し
、
瞬
浩
二
十
年
二
月
よ
籠
二
十
〓

年
翼
運
ま
で
〓
奪
難
鎮
懸
縫
撰
ｔ
な
り
、
菫
し
い

≧
懐
ず
壌
こ
≧
凛
鰺
キ
ま
督
賛
き
鰺
す
極
を
撃
て

豊
来
幸
弊
理
を
お
難
し
治
畿
警
轟
げ
た
。

後
、
舞
を
轟
て
議
菫
幸
封
弥
本

（欝
襄
）
の
輸

難
藁
麓
つ
守
路
繁
難
商
推
入
争
鵞
要
な
ギ
ス
襲
錘

菫
手
≪
姜
た
が
割
難
票
十
五
年
九
鼻
、
〓
十
九
歳

難儡
輩
眩
鯰
肛
骰
一

事
多
黎
ね

き
れ
ぞ
う

干
澤
難
〓
難
・基
農
《■
峯
奪

考
場
は
畷
澤
■

〓
髯

瑾

壌

孟

■
■

量

薔

熙

曇

餐

纂
〓

覇
覇
旧
Л
旧
鋼
鋼
鋼
Ｈ
綱
調
錮
コ
コ
Ｈ
担
「
訓
馴
野
馴
嗣
魂
馘
颯
灌
八
巫
膠
爆
罐
壌
曝
瑳
扇
躍
Щ
鋼
「
ぼ
は
■
ヴ
離
蛉
法
む
喀
蜂
■
，
薩
疑
羅
ゅ
国
摯
露

時
書
議
み
霧
Ｑ
崚
議
簿
疇
聟
難
欝
載
書
（
■
。
案
書
藤
量
業
心
撃
群
境
孵
再
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し
て
菫
攘
議
轟
、
議
本
構
の
議
購
穐
工
助
備
の
書

登
な
し
つ
つ
纂
繭
纏
翼
陸
轟
壼
難
し
た
が
纂
学
技

』
量
掌
し
て
舞
藩
二
十

一
奪
本
博
等
露
し
露
槻
轟

奪
入
轟
菫
東
饉
科
大
学
襲
学
専
特
銀
入
学
し
、
鋼

二
十
二
年
霊
月
率
薬
．
末
舞
羹
察
晨
轟
雀
鷺
毅
曝

披
籐
と
な
り
、
第
二
薦
等
学
棧
講
師
を
は
証
暮
彙

電
在
難
す
る
こ
と
錮
等
ゅ
瞬
競
二
十
入
年
二
月
難

雀
部
購
瞳
軍
轟
甕
繭
官
と
し
て
菫
島
県
鎮
轟
裁
疫

購
極
勤
め
、
明
治
二
十
二
年
攣
月
寅
重
高
等
工
業

撃
毅
轟
畿
援
象
な
つ
て
応
用
化
挙
を
最
え
な
も
ま

た
こ
の
覇
墓
熱
襲
進
の
霧
物
か
り

準
イ
Ｌ
チ
オ
…

ル
」
を
得
る
こ
と
を
発
甕
し
、
鋳
論
を
経
て
千
霧

イ
毬
チ
オ
ー
ル
と
名
奪
け
て
世
ほ
知
ら
れ
た
峯
在

鞍
七
年
寸
富
な
辞
し
た
。

嬰
治
舞
十

一
年
平
藪
化
学
甕
究
所
を
致
力
で
開

設
、
え
三
纂
成
議
を
発
甕
し
、
東
京
三
誇
島
錘
イ

ヒ
チ
音
―
ル
製
造
工
場
を
菫
設
、
壌
後
年
々
輸
轟

暮
轟
奉

一
つ
Ｌ
数
え
参
れ
て
鐘
路
が
拡
ま
う
、
社

会
翼
貢
献
す
塩
と
こ
ろ
が
多
か
っ
真資

宴
の
他
し

蠣
し
ば
社
会
事
業
種
恩
誇
し
、
壼
た
舞
里
，
予
舞

を
東
難
裁
呼
び
寄
せ
て
魅
学
さ
せ
、
就
職
の
賛
轟

を
し
て
、
多
数
参
議
年
か
ら
薄
慕
ンむ
れ
た
そ
大
三

十
二
年
十

一
彙
三
十
九
難
で
肇
し
た
す

平
華

華

事

竃

一一言

一奪轟

参
電

機

轟
家
ず
事
罐
十
菫
年
、
鱗
一轟
購
二
撃
鍾
轟
暉
〉

義
奮
Ｔ
轟
菫
Λ
勁
凝
）
饗
子
と
し
，
嚢
象
舞
ギ
一

舞
が
一挙
難
一種
最
●
鷲
≒
め
、
肇
密
震
家
ゆ
簑
最
平

素
案
義
賞
蕩
凛
〓
凝
■
舞
一家

豪
・一年
，
難
幕
を
与

責
費
と
い
い
奮
轟
堂
ま
た
は
奮
今
斎
、
華
象
と
号

し
、
身
の
不
通
な
輩
し
ん
で
藝
を
書
っ
て
逢
毎
慰

路
た
ぅ
後
、
菫
纂
へ
行
っ
て
奪
ら
警
琴
簗

の
蒔

の
修
業
霙
奪
意
し
て
一
向
義
輝
宅
し
な
か
っ
た
の

で
、
雛
難

〓
静
菫
等
守
再
び
書
駄
を
や
っ
て
、
議

く
蟻
途
轟
つ
い
た
が
不
華
義
亀
斐
農
幸
諄
羅
吟
甕

で
病
甕
し
た
奪
時
こ
舞
雛
三
年
二
月
で
革
等
二
十

七
議
で
あ
っ
た
幸

鐘
轟
と
し
て
錢
竜
標
神
参
畿
幅
が
杉
難
鷲
Ｔ
蒙

二
、
鉄
鶴
燿
人
の
軸
及
び
軍
鶴
き
が
麓
方
量
機
轟

一る
豪手

漂

農

造

貫

一一奮

墓

一〉
赫
註髪

轟

製
薬
業
者
。
文
政
真
年
二
月
下
平
難

（魏
動
ケ

根
市
毒
鷲
）
の
農
、
小
議
轟
右
難
鶏

参
奮
一
鶴
≧

し
て
生
れ
、
奮
鐸
精
町
理
拳
平
汲
藪
菫

尋
量

子

と
な
っ
た
。
襲
議
羹
年
螢
墾
繋
簸
峰
奮
許
を
受
蒙

て
後
、
奮
饗
輔
甕
権
駐
締
殺
を
勤
等
、
二
年
組
織

奮
欝
村
副
戸
長
こ
な
っ
た
事
塞
時
食
薫
輩
参
轟
彗

一７
７

ｍ

忙

燒

一

解
し
撃
糸
難
電
話
攘
群
分
舞
ι
鷲
ｆ
蓄
，
一一一与
蓼
●

驚
爾
鰻
纂
難
で
議

，
た
ず
凛
妻
澤
量
警
２
量
爆
畢
一

蕪
所
を
制
始
し
な
幸
摩
復
で
、
最
畿
豪
亀
像
書
，
■

五
資
ま
で
菫
菫
藤
ち
簸
尋́
ｒ
驚
舞
ゆ
舞
策
・．難
驚
一

織
モ
あ
る
”
蓼
舞
一・・一十
年
頃
彗
内
申
鷲
濯
構
菫
機
■

難
し
て

集産
機
極
」
警
桑
ｉ
て
襲
罐
毎
鷲
が
ず
菫
一

十
年
頃
饉
産
し
て
難
議
し
舞
，
・蔓
鷲
饉
曇
奮
〓
曇
■

産
饉
」
奮
案
し
、
常
Ｌ
饉
纂
ゆ
欅
心
と
し
て
罐
露

一

の
基
礎
を
進
っ
た
，
甕
驚
薫
十
薮
年

一摯・■
亀
十
議
●

畿
守
舞
難
し
た
，　
　
　
・

一一
　

・―
・

・―
一
．
〓

平

議

饉

曇寧
奪
蓋
雫
４
邊
一４
■
轟
儀
鷺
幸
一
一

倦羹
鶏罐
膨
犠
鯰
繹
仄
蝙
ず

蒟

趙

響
露
雛
〓
鷲
ず
彗
路
■

舅
通
攀
彗
一霧
・攀
・〓
一議
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が
、
威
輩
優
秀
で
難
参
事
装
鐘
千
軟

〈
窮
票
）
か

ら
褒
資
を
受
繊
た
姜
後
師
範
撃
絞
小
学
動
鐘
科
塾

撃
び
、
明
治
十
二
年
率
姦
し
て
直
ち
二
魏
燿
小
学

稜

（
上
牧
学
校
）
二
数
難
を
と
り
、
鋼
十
五
年
幸

等
料
数
量
の
食
詐
を
受
識
、
小
河
内
学
校

・
申
箕

輸
撃
数
を
轟
て
参
葬
尋
昔
春
学
技
野
轟
実
績
轟
難

路
た
警
三
十
爾
年
小
学
校
争
が
数
正
奪
凛
て
暉
綾

鐘
彗
攀
舞
工
轟
鴛
小
学
校
と
な
う
、
技
長
二
儀
ぜ

ら
れ
た
摯
猿
菫
前
鸞
郵
小
学
技
の
小
西
検
農
尋
対

し
、
学
校
の
寛
実
、
特
ユ
教
員
藝
資
絡
蓄
採
用
Ｌ

や
奏
て
具
申
し
た
が
そ
の
中
議
三
議
捜
め
実
難
を

見
れ
鍾
資
機
者
二
人
、
あ
と
ｌｉ
人
鍾
准
畿
農
義
亀

あ
ら
ず
質
躍
種
も
あ
ら
ず
ス
壽
鐘
量
な

象
ぱ

全

く
最
員
を
鏡
か
象
学
級
が
あ
る
こ
と
こ
な
摯
義
争

動
循
な
い
警
今
難
不
築
壼
な
る
数
第
竜
摯
拳」
と
、

韓
長
の
人
事
機
離

し
く
抗
議
し
て
い
る
。
，」
の

範
、
三
十
二
年
二
議
斯
技
番
《
建
築

・
学
技
擦
惨

畿
鸞

金
各
種
霧
義
の
補
導
等
教
育
幸
轟
羅
こ
斃
あ

た
す
二
十
亀
奪
五
鼻
病
気
の
た
義
進
難
し
た
が
、

購
後
二
十
二
年
輩
轟
菫
っ
て
学
毅
難
奮
拳
鶉
義
警

力
し
た
壽

壌
治
二
十
桑
年
緯
機
渉
華
琴
学
務
讐
震
轟
難
お

翼
て
、
数
奮
藷
鱗
手
参
画
し
、
理
撃
十
年
種
韓
難

簑
≧
し
て
甕
数
Ｌ
携
拳
、
続
い
て
舞
十
二
等
九
澪

攣
壽
財
選
費
警
嚢
毒
難
き
、
理
薩
十
菫
零
鐘
醸
じ

た
。
そ
寿
後
、
攀
藤
社
議
食
長

・
鷲
水
社
幹
案
・

上
攀
郵
去
薬
蕎
豊
難
奮
議
会
嚢
等
峰
食
戦
Ｌ
就
い

た
が
、
霧
和
三
年
十
二
月
六
十
六
競
で
要
し
た
。

（野
難
封
議
「手
挙
猿
強
率
表
、人
警
轟
鋳
査
表
〕

平

澤

　

要

（
一食
了
〓一奎
奪
　
掛
』
墓
濤

官
吏
〓
鶴
誰
二
十
暴
年
撃
露
藝
警
近
討

（嚢
伊

蓼
華
）
東
方
の
金
量
幸
子
と
し
て
生
れ
、
絵
本
警

学
校

（現
灘
恵
薦
綾
〕
纂
入
学

し
た
が
申
進
か

ら
辱
種
露
中
学
接
極
転
機
，
率
業
後
第

一
欝
等
挙

岐
業
法
舞

拝
入
学

し

た
が
、
鋼
気
の
た
発
二

年
闇
霧
菫
脅
難
甕
し
て

観
滲
購
十
二
年
六
理
銅

数
を
率
纂
し
、
鐸
年
菫

東
大
学
独
濠
辞
ほ
入
学
、
大
亜
大
奪
率
難

し
て

轟
鷲
雀
臨
入
っ
、
事
華
富
・
議
長
・
轟
長
と
次
纂

義
界
進
、
ア」
の
鍵
電
気
事
纂
裁
め
渡
難
・
電
島
０

鷺
蓄
銅
饉
等
張
関
係
し
て
轟
難

し
た
一
露
麓
罐

爽
蟻
信
大
滋
参
時
轟
鑑
疲
富
と
な
診
、
大
轟
鐘
畿

義
籍
っ
て
瑾
↑
た
が
、
後
貴
菫
難
饉
最
幸
た
め
拳

支
葬
機
藁
隷
式
会
社
解
幸
黄
機
讚
壼
薯
象
る
や

電
菫
馨
量
の
醸
鑢
菫
≧
し
て
上
議
繰
難
鍾
し
、
鶴

策
事
業
の
数
資
会
社
暴
経
営
錐
議
難
し
た
が
、
鐘

鐵
襲
島
義
饉
．餐
議
て
鰺
覇
、
そ
が
で
菫
菫
饉
携
豪

鑽
身
で
あ
暮
轟
菫
轟
饉
擁
武
姿
嚢
を
驚
異
菫
推
書

一

れ
、
再
が
電
機
は
嚢
義
襲
選
守
簸
竜
〓
竜
率
予

・

た
姜
鋳
轟
た
か
な
策
昇
大
襲
■
難
時
驚
り
■
，
肇
一

業
の
難
彗
・錢
婆
李
、
勇
Ｌ
入
露
十
簸
一■
舞
驚
，
薔

か
参
轟
菫

一
陶
ゆ
露
種
の
鍵
畢
等
機
蟻
鷲
澪
一．一輩

■ |

干
亀
濠
壌
■
・
ｉ
●
■
一一警
霊
等
一●

骨
レ
鷲
ず
な
融
警
■
菫
難
曇
雛
警
争
警
拗
豪
警
■
■
〓
一

魏
贔
忙
卍 一一一一一一一一一一一

■

隼
書
議
再
濡
ｔ
概
熊
驚
崚
首
計
欝
螢
書
感
■
・
難
琴
蘇
摯
馨
⑬
零
聾
境
針
奪
首
乳
／
群
舞

・
彎
繭
撃
境
尋
曖
■
ザ
準
ゅ
ｔ
伊
奮
辮
嗜
ヽ
頭
■
国
０
国
瑞
露
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≧
難
し
く
、
警
責
が
饉
菫
お
な
っ
て
、
難
轟
義
鷲

端
、
与
襲
彗
磨
毒
織
準
種
鑑
壕
を
築
き
、
電
幸
竃

／
轟
の
傷
諄
を
建
て
た
と
き
、　
こ
れ
種
饉
賛

し

み〓〓・
箋
摯
の
不
場
を
積
み
て
警
拳
壕

資
現
〓
率
七
月
要
し
た
幸
な
湊
義
の
準
装
家
か

ら
凛
夢
宅
舞
暴
雛
ム
』
書
を
巻
讐
直
子
、
翼
凛
蔭

家
簾
禁

（鑓
磯
）
を
識
し
て
い
る
一（
鏡
轟
羮
費
）

廣

通

常

雄

貧

華

麦

婁

　

肇

轟

舞

白
浩
勢
灘
義
ｔ

饒
講
二
十
八
年
高
進
覇

凛
盤

れ
、
上
伊
諄
農
業
学
技

（嚢
上
伊
郵
農
案
高
等
学

数
）
を
事
業
、
大
亜
九
年
二
十
五
量
で
感
蛙
琴
聴

讚
極
挙
げ
ら
れ
て
鍵
租
二
年
菫
で
み
年
銀
覇
長
を

繊
鐘
し
、
よ
く
そ
の
難

費
を
異
し
た
の
で
、
そ

鍛
手
続
錢
琴
疑
鍵
轟
め

ら
れ
轟
警
≧
な
機
や
続

ｔ、
て
轟
遺
鞍
長
准
推
挙

さ
れ
た
．．
を
め
後
撃
爾
十
六
年
鶴
高
雄
町
費
の
難

二
あ
っ
て
種
を
暴
鋳
鎮
を
挙
げ
て
■
る
〓
高
遣
暴

雄
が
菫
糠
轟
饉
在
し
、
質
量
不
優
の
た
め
産
業

奎

文
化

・
教
育
方
藩
こ
お
い
て
、
擁
れ
も
天
竜
謝
治

霧
券
各
町
賛
か
魯
欺
惨
震
さ
れ
て
■
る
■
と
を
獲

い
、
進
簸
量
の
整
儀
を
計
岳
た
め
参
諄
警
野
織
を

強
鰺
し
、爾
警
近
一理
鬱
轟
華
）
沢
護
…
轟
進
籐
峰

攀
設
な
ど
を
考
っ
て
、
伊
諄
の
彗
難
遺
難
基
ゆ
饉

絡
を
真
く
し
た
彗
ま
た
上
参
票
町
繊
会
長
尋
燿
鍾

れ
、
上
攀
諄
轟
会
長
幸
豊
参
郡
農
察
像
購
織
奮
長

な
ど
も
難
畿
し
た
。
霧
摯
十
年
長
野
集
会
議
員
藁

立
震
捕
し
、
こ
れ
こ
当
達
し
て
県
政
壇
上
銀
轟
購

す
場
こ
と
轟
な
っ
た
晏
撫
轟
農
橋
異
鍮
生
活
向
上

の
た
轟
Ｌ
重
島
し
、
難
農
会
理
事

・
集
轟
蒸
彙
険

理
事
な
ど
轟
亀
挙
げ
ら
れ
た
モ
上
曇
纂
菫
篠
地
方

が
麟
蔭
曲
こ
議
ま
れ
、
豊
富
な
麟
緯
資
源
を
持
ち

な
が
ら
、
こ
れ
を
簾
織
の
ま
ま
産
議
す
る
こ
と
を

尊
利
と
し
、
露
遠
工
業
株
式
会
社
を
副
立
し
て
そ

鍮
社
彙
と
な
つ
、
製
鞍

・
製
板
を
し
て
寛
東
及
び

蒻
護
方
面
議
送
難
し
た
そ
そ
の
経
畜
鐘
会
社
〓
機

社

横
高
速
藪
鶏
奮
欝
綴
台
を
経
載
し
て
そ
躍
被
彙

ス
な
組
舎
長
こ
挙
げ
ら
彙
る
な
ど
、
上
伊
纂
薫
議

の
産
業
経
済
の
前
途
を
見
通
し
、
そ
の
中
心
と
な

っ
て
向
上
を
計
っ
た
。
そ
拳
頃
藁
簸
霧
に
公
量
妻

合
わ
菫
議
が
な
く
、
多
数
の
購
究
鰺
獲
な
ど
の
会

合
一・一
錢
学
鐘
を
費
用
す
る
以
外
こ
無

か
っ
た

の

で
、
高
進
嘉
身
塞
京
の
宥
士
心
轟
依
頼
し
て
轟
鐘
食

轟
〓
の
九
種

重
蔭購
遠
鷲
〓
を
建
築
し
、
こ
れ
を
高

重
城
量
の
中
心
と
し
て
町
民
鰺
量
の
場

と
す

る

こ
と
こ
し
た
。
畿
育
方
面
畿
鰭
て
肇
案
糠
凛
轟
鋳

蛉
辣
撃
跛
鰺
哩
》
燒

途
義
な
な
った
や
で
，
欝
驚
〓菫
筆
議
菫
菫
鵞
桑

ぺ
く
、
量
ず
露
震
露
蟄
子壌
な
議
案
賛
畳
鷺
髯〓

し
、
ま
た
資
番
一驚
奮
登場
な
，
電
嵩
櫨
攘
鷺
擁
饉

女
攀
禁
を
灘
議
す
鶴
な
ど
、
腎
奪
裁
奪
霧
上
姦
た

基
義
亀
奏
警
・鼻
し
た
ぃ　
　
　
　
　
　
．●
一
・

戦
を
警
し
て
舞
与
饉
饉
五
蔓
篠
弯
奎
菫
一警
轟
鷲

毒
専
ぶ
し
て
い
た
が
す
毒
路
菫
諄
の
要
難
畿
露
ど

し
て
壼
諄
町

《鬱
難
奪
）
轟
遠
聞
警
欝
響
農
璽
奪

会
社
参
菫
難
筆
メ
菫
露
し
て
い
鶴
饉
講
鷲
ず
露
鵞

警
種
の
人
崚
Ｌ
喪
饉
筆
重
ま
れ
て
手
な
藤
■
多
肇

で
難
嚢
自
簸
率
導
入
つ
運
動
を
菫
し
、
覇
黎
革
華

二
年
、
そ
の
運
街
の
実
議
を
鼻
て
、
曲
奥
中
警
彗

ま
で
理
綾
ぶ
４
苺
薫
鷺
手
繋
貧
饉
七
と
が
で
き
撼

よ
う
義
な
っ
た
事
昭
難
二
十
攀
奪
な
か
ら
欝
鑽
〓

頸
し
た
が
、
町
奪
擁
月
菫
や
鷺
鵞
鷲
纂
ｔ
ｔ
ず
・

震

慧
自

兎
４
蓑
骨
貴
尋
一一一一一一轟

一委
華

一

幕
案
義
簾
入
一
難
稚
轟
奪
置
遣
霧
準
奎
れ
，
箸

韓
之
氏
、
通
称
諸
農
左
場
儡
、
経
構
と
号
ｉ
ｆ
難

歌
轟
攀
翼
装
、
籍
議
套
庭
纂
事
蒔
重
な
ど
筆
饉
号

な
藤
い
た
署
蔓
菫
難
つ
年
鷺
難
薩
な
難
鶴
一
驚
警

警
欝
を
許
さ
れ
、
食
摯
甕
鰺
業
蹴
彗
ん
だ
驀
泰
警

時
か
義
賞
獲
を
受
難
し
、
犠
〓
議
畿
〓
俳
諾

≡
摯


